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緒 言

アカタラセ ミアは1947年 高原1)に よ って初め

て報告された,血 液中のカタラーゼ活性度が正

常人のそれの約0.1%存 在 するにす ぎない体質

異常者2)で ある.ア カタラセ ミアの半数は歯性

進行性壊疸性 顎炎(高 原氏病1))を 有する.そ

の後,本 症は韓国人にも存在する事3)が 報告 さ

れている.

1961年, Aebi等4)に よ って,ス イス人にア

カタラセ ミアの存在する事実が認め られ,ア カ

タラセ ミアの成因についての研究が行われた.

又,近 年(1979年)Delgado等5)に よ り,ペ ルー

人に日本人と同 じような高原氏病 を有するアカ

タラセ ミアが報告 されている.

一 方
, Feinstein等6-7)は1964年 に放射 線 を

照射 したマ ウスに,ア カタラセ ミア(CsbCsb)

と共 に同型接合体 ヒポカタラセ ミア(CscCsc)

を見 い出 している.次 いで彼等は,ア カタラセ

ミアマウスと正常マ ウスとのかけあわせによっ

て得 られた異型接合体の ヒポカタラセ ミアマウ

ス(CsaCsb)の 血 液 カタラーゼの活性度が,

日本人の ヒポカ タラセ ミアの場 合 と同 じよう

に,そ の両親 である正常(CsaCsa)と ア カタ

ラセ ミア(CsbCsb)の 約2分 の1で あること

を見い出している8). Feinstein等9) 10)は,又,

アカタラセ ミアマ ウス及び異型接合体 ・ヒポカ

タラセ ミアマウスの血中カタラーゼは,正 常マ

ウスに比べて熱や尿素に対する感受性が高いこ

とを報告 している.一 方,ア カタラセミアマウ

ス及 びヒポカタラセ ミアマウスの血液,臓 器中

の カタラーゼ活性 度について, Feinsteinの 用

いた過ホウ素酸を基質とする37℃5分 間ふ置に

於ける カタラーゼ活性の定量法11)は,本 来,

反 応 時 間中 にカ タ ラー ゼの変性 のあ る事 が

Aebi12)に よって報告 されている.こ の点 から

考えて,著 者 は, Feinstein法 によるすべ ての

臓器カタラーゼ活性度の測定 に於いて,特 にア

カタラセ ミアマウスに存在する少量 のカタラー

ゼ(残 余 カタラーゼ)は, 37℃5分 ふ置では,

過 ホウ素酸 とふ置中に変性 を生ずる点から20℃

5分 の測定法 に変更することによって,従 来の

測定法よりは,高 い酵素活性度を示す点に注目

した.そ して,こ の方法 を用いれば,ア カタラ

セ ミアマウスのすべ ての臓器中の カタラーゼ

は,従 来よ り高い活性度 を示すであろうと考え

た.一 方において,正 常マウスにおいて も臓器

によっては20℃ 測定値が37℃ よりやや高 くなる
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か否かが問題 とされた.従 って,ア カタラセ ミ

アマ ウスの血液及び肝臓,腎 臓,肺 臓,胃,脳,

心臓 の臓器中カタラーゼの測定 と異型接合体 ヒ

ポカタラセ ミアマウスの血液及び肝臓,腎 臓な

らびに胃の臓器 中のカタラーゼの測定を20℃ 及

び37℃ で行い,正 常マウスのカタラーゼ活性度

に対する比率 を従来の37℃ ふ置による比率 に代

えて,新 たに20℃ ふ置による比率 として算 出し

得 たので,そ の成績 を報告する.

実験材料及び実験方法

[実験材料]

マ ウス; 5～8週 齢,体 重25～35,雄 ノーマ

ルマウス(C3H/AnL CsaCsa),雄 ア カタラセ

ミアマ ウス(C3H/AnL CsbCsb),な ら びに雄

異 型 接 合 体 の ヒ ポ カ タ ラ セ ミア マ ウ ス

(C3H/AnL CsaCsb)を 使用 した.使 用 した正

常 及 びアカ タラセ ミアマ ウスは米 国Oaklige

で放射線照射により作 られたもので,米 国政府

の許可 を得 て, Feinsteinよ り供与 されたもの

である.異 型接合体 ヒポカタラセ ミアマウスは

正常マ ウスとアカタラセ ミアマウスの交配 によ

り求め得 た.

薬 品;過 ホ ウ素酸,過 マ ンガ ン酸 カ リウム

(KMnO4)は 和 光純薬(東 京)製 の特級 を使

用 した.

[実験方法]

マ ウスの眼窩静脈よ り毛細管で採血 し,抗 凝

固剤 としてヘパ リンを用いた.臓 器 ホモジネー

ト;血 液を採取後,マ ウスより臓器 を取 り出 し,

重 量 を測 定 後,そ の9倍 量 の 混 液[0.25

M-Sucrose, 4mM-Tris-HCl-Buffer(pH 7.4),

 0.2mM-EDTA但 し濃 度は終濃 度]で,テ フ

ロン,ホ モゲナイザーを用 いてホモジネー トを

作製 した.

カ タラーゼ活性度 の測定: Feinsteinの 測 定

法12)を 一部修正 して行 った.即 ち1.5%過 ホ ウ

素 酸 塩[Perborate. NaBO3 4H20,(即 ち

NaBO2・H2O2・3H2O)]に 濃HClを 加 えてpH

 6.8に 調 整 した もの3.2mlに0.6mlの1/15M

 sodium phosphate buffer(pH 6.8)を 加 えた

もの を基 質とし, 0.2mlの 酵素液 を加 えた.こ

の混液 を20℃ 及 び37℃ で溶血液 と肝 ホモジネー

トを30秒, 1分, 2分30秒,及 び5分 間その他

の臓器ホモジネー トは5分 間各々ふ置 して過ホ

ウ素酸 と反応 させ た後, 2N H2SO4と30%の 三

塩化酢酸の(3:1)混 液 の4.0mlを 加 えて反

応 を停止 させた.そ して残存する過 ホウ素酸量

を0.05N-KMnO4で 滴定 した.

酵 素液 と して,正 常マウスの場合は250倍 稀

釈の溶血液 を使用 し,又 アカタラセ ミアマ ウス

の場合は10倍 稀釈の溶血液 を共 に上述のごと く

0.2mlで 使 用 した.そ の際正常マウスはアカタ

ラセ ミアマウスの1～5倍 に希釈 して基質を加

えた後に測定 を行った.

血 液な らびに各臓器(脳,心 臓,肺 臓,肝 臓,

腎臓 ならびに胃)の ホモ ジネー ト中のカタラー

ゼ の比 活性度 の算出 は分 解 されたNaBO3の

mg当 量 をPerborate Unit(PU)と 決 め,血

液 はPU/g Hbで 示 し,臓 器 はPU/g・ 湿 重量

でそれぞれ示 した.

ヘ モ グロビンの定量; Van Kampen-Zijlstra

液(シ アンメ トコ ンク;武 藤化学薬品株式会社

製)を 用 い生成 したメ トヘモ グロビン濃度を分

光光 度計(日 立 製139型UV-VIS)を 用 いて

Acuglobinを 標 準 液 として, 540nmで 測 定 し

た.

実 験 結 果

1.溶 血液のふ置時間にともなうカタラーゼ活

性度;

① 正常マ ウス溶血液; Fig1-Aに 示 す ごと く

37℃ 及び20℃ で 測定 した場合のカタラーゼ比活

性度では, 37℃ の測定成績が20℃ のそれよりや

や高い傾 向にあった.

② ア カタラセ ミアマ ウス溶血液; Fig1-Bに

示 すごとく, 20℃ にふ置 した場合の比活性度は

37℃ のそれに比較 して, 30秒 以 後は明らかに高

かった.即 ち37℃ に於いて, 30秒 ふ置以後では,

カ タラーゼの比活性度はあまり増大せず,カ タ

ラーゼの非動化が生 じていた.こ れに対 し, 20℃

ふ 置 では30秒 以後 も時 間にと もなって,カ タ

ラーゼの比活性度 は明 らか な増加 を示 した.

従 って,正 常マウスならびアカタラセ ミアマウ

ス溶血液の比活性度の差異は,ふ 置時間と共に

増大 し,そ の結果 アカ タラセ ミアマ ウスで は
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Fig 1. Catalase activity in hemolysate of normal and acatalasemic mice measured at 20℃ and

 37℃.

Fig 2. Catalase activity in liver homogenate of normal and acatalasemic mice me-asured at 20℃

 and 37℃.

37℃ ふ置後の測定法 よりも20℃ ふ置のそれの方

が比活性度の高いことが認 められた.

2.肝 ホモジネー トのふ置時間にともなうカタ

ラーゼ活性度;

① 正常マ ウス肝ホモジネー ト;正 常溶血液 と

ほぼ同様の成績 であ った.そ していずれのふ置

時間において も, 37℃ ふ置後の比活性度は20℃

ふ置後のそれよ りもやや高か った(Fig2-A).

② アカタラセ ミアマウス肝ホモジネー ト; 20℃

にふ置 した場合のカタラーゼの比活性度 はふ置

30秒 以後は明 らかに時間と共 に増加 した.一 方

37℃ では,ふ 置30秒 以後 はカタラーゼの比活性

度が,あ まり増大せずアカタラセ ミアマウスの

溶血液の場合と同様 に,カ タラーゼの非動化の
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Table-1. Catalase activity in the blood and the solid organs of normal, heterozygous hypoca

talasemic and acatalasemic mice with male sex measured by Perborate unit after in

cubation at 20•Ž and 37•Ž.

normal male mice C3H/AnL CsaCsa
acatalasemic male mice C3H/AnL CsbCsb
heterozygous hypocatalasemic male mice C3H/AnL CsaCsb

a) A Group; Cat Act at 37℃ ＞Act at 20℃

b) B Group; Cat Act at 37℃ ＜Act at 20℃

傾向を認 めた(Fig2-B).

こ れ らの成績 を総括 して,ア カタラセ ミアの

残余カタラーゼは,過 ホウ素酸 と37℃ でふ置中

に正常マウスのカタラーゼよ りも変性 しやすい

ことが認 められた.従 って,血 液及 び臓器中の

カタラーゼ活性度は, 37℃ でふ置後測定するこ

とよ り20℃ ふ置後で測定する必要があると結論

された.

3.正 常 マウスにおける各種臓器中のカタラー

ゼ活性度;

脳,心 臓,肺 臓,肝 臓,な らびに胃ホモジネー

トの カタラーゼ活性度 を37℃ 及 び20℃ で測定

し,比 較検討 を行 った.そ の結果[Table-1]

に示 されるごとき成績 を得た.即 ち,血 液,肝 臓,

胃ならびに心臓(A群 臓器)に おいては, 37℃

で ふ置 した方が20℃ でのそれよりもカタラーゼ

活性度は高 く,ま た腎臓,脳 ならびに肺臓(B

群臓器)に おいては20℃ ふ置の方が37℃ でのそ

れよりも高 く,臓 器別で は,腎 臓 では中等度に

高 く,脳 ならびに肝臓 は,や や高い活性度 を示

した.

4.ア カ タラセ ミアマウスにおける各種臓器中
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Table-2. Results of(t)test of difference in catalase activities measured by 37℃ and those

 20℃. (n=4)

*=P<0.05, **=P<0.01, [W; Welchの 検 定] F検 定 に よ り両 群の標 準偏 差

のカタラーゼ活性度;

脳,心 臓,肺 臓,肝 臓,腎 臓,な らびに胃ホ

モジネー トのカタラーゼ活性度を37℃ 及び20℃

で 測定 して比較検討 を行 った(Table-1).そ

の結果2種 の温度 による測定値において,脳,

心臓,肺 臓,肝 臓,腎 臓,な らびに胃のすべて

の臓器において, 20℃ の 測定成績 は37℃ のそれ

よりも明 らか に高か った(Table-1).

そ して20℃ と37℃ の測定値の差異について統

計的な検討 を行った成績では,ア カタラセ ミア

マウスでは, 20℃ の測定値が37℃ のそれよ り有

意 に 高 い(P<0.01)こ と が 認 め ら れ た

(Table-2).

以上 を総括 した結果,ア カタラセ ミアマ ウス

カタラーゼの20℃ の測定値 の方が37℃ のそれに

比べて真 のカタラーゼ活性度に近いことが推定

された.

5.各 種 臓器中のカタラーゼ活性度のアカタラ

セミアマウスと正常マウスの比;

前 項の成績を用いて,ア カタラセ ミアマ ウス

の各臓器 と正常マウスの対応する臓器 との比を

37℃ 及び20℃ で 測定 した.そ の前者 では従来の

37℃ の活性度に比べて, 20℃ で測定 した活性度

がいずれも高い値が得られた(Table-3).
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Table-3. Ratio of catalase activity in the blood and the solid organs of normal, heterozygous 

hypocatalasemic and acatalasemic mice with male sex which are measured by perborate 

method after incubated at 20•Ž and at 37•Ž for 5 minutes.

即ち, 20℃ の測定による活性度比 は, 37℃ の

測定による活性度比よりも,真 のカタラーゼ活

性度の比 に近い値 を示 していると考 えられる.

個 々の組織について調べてみると,ア カタラセ

ミアマウスの血液カタラーゼの正常 マウスのそ

れに対す る比率は, 37℃ で は2.0%, 20℃ で は

4.3%で あ る.又 肝臓 における比率 は, 37℃ で

は16.4%, 20℃ で は65.7%を 示 した.そ して20℃

において,測 定 した臓器中のカタラーゼ活性度

のアカ タラセ ミアマ ウスと正常マ ウスとの比

は,上 述の臓器 の他 に,腎 臓 における比率では,

 15.6%,肺 臓 においては69.9%,胃 においては

33.7%,脳 においては30.0%な らびに心臓 にお

いては31.8%を 示 した.

6.ヒ ポ カタラセ ミアマウスの血液及び各種臓

器のカタラーゼ活性度 ならびに正常マウス

との比;

ヒポカタラセ ミアマ ウスの血液及び臓器 ホモ

ジネー トのカタラーゼ活性度 を37℃ 及び20℃ で

測定 した.

そ の結果,正 常マウスの2種 の温度による測

定値では,血 液及 び肝臓,胃 においては37℃ ふ

置の測定では, 20℃ のそれよりも高 く,腎 臓で

は20℃ ふ置測定の方が高かった.一 方ヒポカタ

ラセ ミアマウスにおいては,血 液及び肝臓,腎

臓ならびに胃においては, 20℃ の測定値が37℃
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の そ れ よ りも や や高 い こ とが 認 め られ た

(Table-1).そ して統計 学的 にも20℃ の測定

値が37℃ のそれよ りも有意 に高い(p<0.05)

ことが認め られた(Table-2).又,腎 臓では,

 20℃ と37℃ の比は,正 常マ ウスよ りヒポカタラ

セ ミアマウスの方がやや高かった.

そ して, 20℃, 37℃ の いずれのふ置温度にお

ける測定値 も,各 々の温度において正常マウス

の測定値 とアカタラセ ミアマウスの測定値の中

間を示 した(Table-1).

そ して ヒポカタラセ ミアマウスの20℃ ふ置の

測定値の正常 マウスのそれとの比率 は,血 液で

は47.3%,肝 臓 では95.0%,腎 臓 では36.6%な

らびに胃では44.9%を 示 した(Table-3).

ヒポ カタラセ ミアマ ウスの固体数が,比 較的

限 られていたので正確 を期 して本論文では,肝

臓,腎 臓,胃 ならび血液のみを対象 としての測

定値を記入 した.

考 察

無カタラーゼ血液症マ ウス(ア カタラセ ミア

マウス)を 用 いて,カ タラーゼ活性の低い生体

の環境への感受性 やカタラーゼの生理的意義 を

明らかにする私共による一連の研究が行われて

いる.特 にアカタラセ ミアマウスには,血 中メ

トヘモグロビン濃度の高い事実13)が 認 め られ,

また金属水銀 をアカタラセ ミアマウスに暴露 し

た際に,未 酸化の金属水銀が動脈血液中に残留

し,脳,肝 臓,胎 児に蓄積する傾向の強いこと

が14)認め られた.

これらの事実 を,カ タラーゼ活性度との量 ・

影響関係より明らかにするためには,ア カタラ

セミアマウスの臓器 中カ タラーゼの活性度をよ

り正確 にする必要が認め られた.本 研究 は,こ

の目的のために設定されたものである.

ア カタラセ ミアマ ウスのカ タラーゼ活性度

は,種 々の変性剤(尿 素,塩 酸 グアニジン, SDS,

 LIS等)に 対する耐性が正常マ ウスのそれよ り

低いことが報告 されている9) 10).こ の事実は,

アカタラセ ミアマ ウスのカタラーゼは正常マウ

スのカタラーゼよりもサブユニ ットに解離 しや

すい性質 をもっていることを示唆 している.更

に,ア カタラセ ミアマウスのカタラーゼ は,正

常のそれよりも熱に対する耐性が低い点から,

従 来の37℃5分 間ふ置後の定量では,過 ホウ素

酸 とのふ置 中に過 ホ ウ素酸 による活性 の低

下12)が 推 定 される.そ して本実験で は,ア カ

タラセミアマウスの血液,肝 臓,腎 臓のみなら

ず,す べての臓器中のカタラーゼは,こ のよう

な性質をもっていることが認め られた.更 にこ

の点に注 目して20℃ ふ置法 を用いてアカタラセ

ミアマウスの臓器中のカタラーゼの活性度 と正

常マ ウスのカタラーゼ活性度に対する真の比率

を新 たに算出 した(Table-3),そ の値 は脳 で

は30.0%,心 臓 では31.8%,肺 臓 では69.9%,

肝臓 では65.7%,腎 臓 では15.6%,胃 で は33.7%

を示 した.尚,正 常血液 カ タラーゼ について

Aebiら12)は, 20℃ の 測定値が37℃ よりもわず

かに高 く,我 々の成績では, 37℃ の 測定値が20℃

のそれよ りもわず かに高い ことが認 められた

が,こ の差は材料,及 び測定誤差の範囲内 と考

えられる.

一方において
,カ タラーゼ活性度の測定 とし

ては,過 ホウ素酸において, 37℃ に おける短時

間ふ置の測定値を用いる可能性 もある.即 ち,

 37℃1分 間の血液及び肝臓の測定値では(ア カ

タラセミアマウス/正 常マ ウス)比 より20℃5

分間の(ア カタラセ ミアマ ウス/正 常マウス)

比が,ほ ぼ等 しいかやや高かった.し かしなが

ら, 1分 間ふ置後の測定法 はふ置時間を正確 に

計測するのが,や や困難であった.従 って,本

法にくらべて多数の試料 を用いる実験では, 5

分 間ふ置の測定方法 はふ置時間に対する誤差が

少ないので, 20℃5分 間のふ置法 を使用 した.

過 酸化水素 による37℃ の測定法15)と の比較

については以下の如 く考えられる. 1分 間以内

のカタラーゼによる過酸化水素の消費量 を一次

反応 と して反応常 数(Cat・k)で 求 めた成績

では,本 法によってアカタラセ ミアマウスの血

液を除く臓器ホモジネー トと正常マウスの対応

する臓器ホモジネー トとの比率は,今 回の実験

による20℃ で測定 した過ホウ素酸による活性度

より求めていたカタラーゼ活性の比率と,ほ ぼ

等 しいかやや高かった.し かしながら溶血液 の

カタラーゼ活性度の測定 に際 しては,共 存する

ヘ モ グ ロ ビ ンの影 響 が問 題 と なる.即 ち,
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Keilin等16)に よ れば,高 濃度の過 酸化 水素 で

は,ヘ モグロビンをメ トヘモグロビンに変化 さ

せる.そ して生成 したメ トヘモグロビンは,カ

タラーゼ様活性により過酸化水素 を消費する.

そ の際 のメ トヘモグロビンのMichaels定 数 に

対応する過酸化水素の濃度 はカタラーゼのそれ

よ り高い とい う緒方 らの報告17)が ある.従 っ

て,過 ホウ素酸よ り,徐 々に解離 される低濃度

の過酸化水素 に基づ くヘモ グロビンの,酸 化後

のメ トヘモグロビンによる非特異性の過酸化水

素分解反応 は,よ り高い過酸化水素濃度 を基質

とす る過酸化水素法15)よ り,比 較的少 ない値

を示す と考えられる.

従 って,ア カタラセ ミアマ ウス血液中のカタ

ラーゼの活性度の測定には,過 ホウ素酸 を基質

とした方が,よ り正確 と考 えられる.こ の点 に

関 して,ヘ モグロビン標品による実験(湯 浅及

び緒 方 とのPersonal communication)で は,

過 ホウ素酸を基質 とする方が過酸化水素 を基質

とする場合 より,共 存するメ トヘモ グロビンに

基づ く非酵素的反応が,よ り低いことがほぼ認

め られている.詳 細 は今後これらの共同研究者

と共に,さ らに研究 を進める予定である.

異 型接合体 ・ヒポカタラセ ミアマウスのカタ

ラーゼ活性度 について(20℃ ふ 置後測定値/

37℃ ふ置後測定値)の 活性度比が正常マ ウスの

活性度比 とアカタラセミアマウスの活性度比の

中間 を示 した.こ の成績 は,又,熱 等に対する

性 質が正常 カタラーゼ とア カタラセ ミア カタ

ラーゼの中間 を示す と推定される.こ れ らのこ

とを更に明らかにするには, Aebi等 が ス イス

のアカタラセ ミアで行った様に,正 常マウス及

びアカタラセ ミアマ ウスのカタラーゼについて

hybrid生 成 実験 を行 い,こ のよ うに して生成

した両種 カタラーゼのhybridと 異 型接合体 ヒ

ポカタラセ ミアのカタラーゼとの等電点 を比較

することが必要であると考 えられる.こ の点 に

関 しては,今 後共同研究者 と共に検討を進めた

いと考えている.

結 論

正常マ ウス及びアカタラセ ミアマウス及 び異

型接合体 ヒポカタラセ ミアマウスの溶血液中及

び臓器ホモジネー ト中のカタラーゼ活性度を過

ホウ素酸 を基質 として各種の温度 でふ置後測定

し,以 下の成績を得た.

1)正 常 溶血液及 び肝ホモジネー トでは, 37℃

及 び20℃ で測定 した場合の カタラーゼ活性度

は, 37℃ の それが20℃ のそれよりやや高い傾向

にあった.こ れに対 しアカタラセ ミアマ ウスの

血液ならびに肝ホモジネー トでは,ふ 置時間30

秒 以後においては, 20℃ にふ置 した場合のカタ

ラーゼ活性度 は, 37℃ の それよりも明らかに高

く,そ の差異はふ置時間とともに大きくなった.

そ れゆえ,ア カタラセ ミアの残余カタラーゼ は

過ホウ素酸と20℃ でふ置 した場合 よりも, 37℃

でふ置 した方が変性 し易いことが推定 された.

2) 20℃ と37℃ でふ置 したアカタラセ ミアマ ウ

スの臓器中のカタラーゼの活性度の比(20℃ ふ

置の測定値/37℃ ふ 置の測定値)は, 1.29倍 か

ら3.30倍 の範囲であ り,前 者の活性度は後者の

それより統計的に有意に高か った.

3)従 来,ア カタラセ ミアマ ウスと正常マウス

の臓器カタラーゼ活性度の比率は, 37℃ 測定値

で行 われていた.今 回,ア カタラセ ミアマウス

について20℃ ふ置後の測定による活性度 と正常

マウスの20℃ ふ置後の測定値 に対する活性度 に

対する比率は,真 のカタラーゼ活性度比 に近 い

と考 えられる.こ の値は,従 来の37℃ 測 定値 に

よる比率 よ り明 らかに高 く,血 液で は4.3%,

脳 で は30.0%,心 臓 で は31.8%,肺 臓 で は

69.9%,肝 臓 では65.7%,腎 臓 では15.6%,胃

で は33.7%を 示 した.

4) 20℃ でふ置 した異型接合体 ヒポカタラセ ミ

アマウスの血液及び臓器中のカタラーゼ活性度

と, 37℃ で ふ置 したカタラーゼ活性度 との比は,

 1.09倍 か ら1.70倍 の範囲であ った.こ の ヒポ カ

タラセ ミアマウスの各臓器の活性値の比は, 2

種 の温度のふ置における正常マウス とアカ タラ

セ ミアマウスの活性度比の中間を示 した.

そ して ヒポ カタラセ ミアマ ウスの20℃ ふ置後

に測定 した活性度 と正常マウスの20℃ ふ置後 の

活性度 との比率は,真 のカ タラーゼ活性度によ

る比に近いと考えられる.こ の正常マ ウスに対

する比率は,血 液では47.3%,肝 臓 では95.0%,

腎 臓 では36.6%,胃 で は44.9%を 示 した.
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Activity and stability of catalase in the organs of acatalasemic

 mice-Comparison of activities at different incubating temperatures

 by the perborate method

Yoshio TOTTORI

Department of Public Health, Okayama University Medical School,

 2-5-1 Shikata-cho, Okayama, Japan.

(Director: Prof, M, Ogata)

Catalase activities in the organs of normal, acatalasemic and heterozygous-hypocatal

asemic mice were determined after the tissues were incubated with perborateat different 

temperatures.

Catalase activity in the normal mouse hemolysate and liver homogenate measured after 

being incubated with perborate at 20•Ž for 5 min. was slightly lower than that measured at 

37•Ž. In contrast, residual catalase activity in acatalasemic mouse hemolysate and liver 

homogenate measured at 20•Ž for 5 min. was markedly higher than that measured at 37•Ž, 

suggesting that residual catalase in the acatalasemic mouse blood and liver is inactivated dur

ing incubation with perborate at 37•Ž for 5 min.

Catalase activity in the bloodand solid tissues of acatalasemic mice measured at 20•Ž was 

1.29 to 3.30 times as high as that measured at 37•Ž.

The ratio of catalase activity in the blood and solid tissues of acatalasemic mice to that in 

normal mouse tissuesincubated with perborate at 20•Ž for 5 min. was calculated to be 4.3% in 

blood, 65.7% inliver, 15.6% in kidneys, 69.9% in lungs, 33.7% in stomach, 30.0% in brain and 

31.8% in heart.

Catalase activity in the blood and solid tissues in heterozygous hypocatalasemic mice me

asured at 20•Ž was 1.09 to 1.70 times as high as that measured at 37•Ž. This ratio of catalase 

activity in the heterozygous hypocatalasemic mouse tissue incubated at 20•Ž to the activity of 

tissue incubated at 37•Ž is between the ratio of normal mice and that of acatalasemic mice. 

The ratio of catalase activity in the blood and solid tissues of heterozygous hypocatalasemic 

mice to the activity in the corresponding organs of normal mice measured at 20•Ž for 5 min. 

was calculated to be 47.3% in blood, 95.0% in liver, 36.6% in kidneys, and 44.9% in stomach.


